
JOAに学連から女性理事を派遣する話

背景

JOAは公式の中央競技団体であり、女性理事を40%にするようスポーツ庁からガバナンスコード
が呈示されている。しかし、現状は4/20(20%)
そこで、JOAより学連から追加で１人女性理事を出してほしいとの通達があった。

現状

学連輩出のJOA理事は2名
1名：学連理事（現在は谷野さん）
1名：学連幹事長
ここに追加で学連から女性理事を1名出してほしいとのこと
※学連幹事長が女性の場合は、女性幹事長に加え、男性幹事を１人出すということでJOAと意
見が一致した（男子学生、女子学生の意見を拾うため）

学連にとってのメリット

● JOAの理事会に出るのが2→3名へ増えるので学連からの意見が言いやすくなる&JOA
からの要望をきちんと吸い上げられる

● JOAと学連の結びつきを強めることができる

ゴール

23年度に谷野さんと市川がJOA理事となることは決まっているが、あと１名追加で女性理事を決
めたい

論点

何を重視して女性理事を選ぶか

● 立場が最もえらい女性幹事をJOA理事にする
○ これでいくと大石遥（副幹事長）になるか

⇔ただ、例年幹事長は1年でJOA理事をやめてしまい、JOAのことがわかりはじめたとこ
ろで終わってしまうという問題点があるので、もう１名は複数年JOAに関われるよう新３年
生以下から選ぶのがいいかもしれない

● 今年4年で学連を卒業する女性にお願いする（学連のこともよく分かっているため）
○ 坂巻・こんかほ・松本・今井

● 新3年以下から選ぶ（複数年JOAに関われるため、JOAに学連から意見を言いやすくな
る）

○ JOAに興味ある人
○ 部局員がやってもいいと思う（部局長は忙しいと思うので、部局員がメインでJOA
に当たる感じ）
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要望書 

 

世界学生オリエンテーリング選手権派遣事業 補助費増額の要望 

 

WUCO2022 日本代表チーム一同 

 

 

 世界学生オリエンテーリング選手権派遣事業の日本学連からの補助費(現在 30万円)につ

いて、増額することを要望する。 

 

要望の背景 

 世界学生オリエンテーリング選手権(通称ユニバー、以下WUCOと記載)は Student-WOC

とも称される学生の世界チャンピオンを決める大会であり、2年に 1回開催されている

(2020年はコロナ禍により中止)。日本の学生にとっては、インカレで結果を残した後の次

の競技目標・ステージとしての役割を果たしており、2022年大会においても多くの選手の

活躍が見られた。大学生中心の日本のオリエンテーリング界においては、若手選手が世界

に挑戦する場としてWOCよりも身近な大会であり、優れた日本人オリエンテーリングラ

ンナーを育成するうえで非常に重要な大会といえる。それだけでなく、国際大会の経験や

海外選手との交流、日本チームとして戦う経験は日本オリエンテーリング界に多くのもの

をもたらすと考えている。 

 

現状 

 一方で出場選手は基本的に学生であるため、出場には金銭的な問題が伴う。以下は

WUCO2022に出場したある選手の支出の一部である。ヨーロッパへの移動および 2週間程

度の滞在、また大会エントリーのため少なくとも 30万円以上の個人負担が必要な状況であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経費名 金額（概算） 

大会参加費 ￥68,000 

FISU登録費 ￥2,800 

航空券 ￥180,000 

トレーニングキャンプ費用 ￥55,000 

PCR検査 ￥17,000 

その他食費など ￥6,000 

国内交通費 ￥3,000 

合計 ￥331,800 



現在、日本学連からWUCO補助費として￥300,000が計上されており(1年で￥150,000ず

つの積み立て)、WUCO2022でも同額を補助いただいた。補助金は主にオフィシャルの補

助に利用されており、WUCO2022では 2名のオフィシャルの大会参加費および登録料に供

され、残金は選手の補助(￥13,620)に充てられた(ただし 2022年は新型コロナウイルス対応

により必要予算を緊急で増額いただいた)。継続的な選手支援が実施されてきた一方で、実

際の遠征事業に対してオフィシャルの登録料＋アルファ程度しかまかなえていない現状が

ある。オフィシャルに対しても不十分であるうえ、選手の個人負担の多く(大会参加費でさ

えも)をカバーできていない。 

 

要望 

若手選手の育成・強化および日本オリエンテーリングの世界でのプレゼンスの発揮のた

めに、WUCOへの派遣は日本学生オリエンテーリング連盟にとって非常に重要な事業であ

る。そのために派遣の主体たる学生への負担を軽減していただきたい。以上の理由によ

り、WUCO派遣補助費の増額を要望する。 

 



春インカレの宿泊斡旋についての流れ

12/4北大より春インカレの宿泊・斡旋についての意見書が届く

● 秋インカレ同様に、宿泊斡旋・移動手段の任意化

● モデルイベントに参加及び前日泊を希望しない部員への一泊二日での参加許容

● 上記いずれかの事項を、下記の特殊事情を鑑みて北海道大学オリエンテーリン

グ部、及 び、同程度の事情のある団体への適用

12/12日学幹事会のメンバーで臨時ミーティングを行う。
目的：「北大の意見書による対応を検討すること」

結論：6つの案について議論したが、1または2-2-2が候補として、残りこの２案のどちらがよいか
各校に問うこととする。

※議事録はこちら

12/14北大の主将と幹事長で意見交換会
合意内容：

・モデイベの参加は自由なので想定より１泊減らせること/すでに日本旅行さんに斡旋を依頼して
おり、ここからの変更は難しいことから今年度については従来通り斡旋を行う

・ただし、来年度以降については斡旋取りやめも含めて検討する（北大からは斡旋を取りやめて

ほしいという強い要望を頂いた）。

※詳細はこちら

同日、日本旅行の小林さんからも意見があり、斡旋形態の変更に対して強く反対する旨を記され

た。

【反対理由】

● 時間的制約（開催形態の話はもっと前から学連内で議論すべきであり、開催概要が決

まった後に議論すべきではない）

● 宿泊難民、駐車場難民が発生するおそれがある

● 陸上など他のスポーツでは選手の宿泊、交通などを管理するのが普通

→これを受けて日本学連では、今年度については従来通り宿泊斡旋を行うことに決めた。

12/16第３回臨時総会
内容：宿泊斡旋についての実行委員会・日本学連としての結論を話す

結論：「従来通り宿泊斡旋を行う」ものとして各校に承認いただく

資料は 春インカレに伴う 交通・宿泊の斡旋について

これで一応この件についてはクローズ

12/23来年度の春インカレに向けたアンケートを作成&学生全員に回答を依頼
目的：高額な参加費を理由として春インカレへの参加を断念した学生がどれくらいいるか調べる

（集計結果がこちら）

多く学生から聞かれた意見（一部抜粋）

●
● インカレ以上の参加者を誇る全日本やCC7においても宿はどうにかなっている

https://docs.google.com/presentation/d/1Dd3A8vpYr6_SNNZw8sPsZsIdOJlw6XuSgwJ87zHm1dg/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1NPkD9zhFEwNOBCAva24nu6TeWwtBOA9N/edit?usp=sharing&ouid=106275301418881278789&rtpof=true&sd=true
https://docs.google.com/document/d/1h4jRp7I30S7UQM6VHlv0PnXNDxfaFMaQrmmE9vPLiNk/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/document/d/1XZ15AOWjLNUVI5KmFS5wnsJcWgEPfb8iOEYH1Pq9pr8/edit?usp=sharing
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1weHun4ZI2vpaZLLjarWDziGmCK2oZh0SFUfvE9XzwAM/edit?usp=sharing


● 同じ２日間開催である秋インカレにおいて宿泊斡旋は行っていないのに、春だけ行うの

はおかしい

● 遠くに泊まればいい&宿に駐車場は大体あるので、宿泊・駐車場難民問題は解決するの
ではないか

● 希望者のみ宿泊斡旋というシステムがよい

● 費用の内訳教えて

学生がよくわかっていない部分

● 秋インカレと違って、宿泊斡旋が義務になっている理由

● 春インカレがなぜこんなに高いのか

● 運営は交通のことまで考えなくてもよいのではないか（学生に全任せでいいのではない

か）

→ざっと浴本が全部の意見に目を通して、斡旋のメリットを理解しつつも、参加費が高額で
あることから参加を取りやめる学生が多いように感じました。

課題

● (学生側)高額な参加費により春インカレの参加を取りやめる学生が一定数いること
● (運営側)運営負荷を下げるため、宿泊交通斡旋を日本旅行さんにお願いするのは
やむを得ないこと

運営してないとわかりにくい点について補足

インカレと他大会ではテクニカルミーティングだとかエリート隔離だとかを厳密にやる点でタイムテーブルが

厳しいっていうのが大きい違いです。

秋インカレはもともとロングだけ単日だったので選手村って概念がありませんでしたが、スプリントと抱き合

わせるなら本来は宿泊斡旋あってもいいはずです(過去そういう大会もありました)

14:31

それから、宿泊斡旋に限らず春インカレの参加費どうにかならんのかって向きはあると思うんですが、そもそ

も春インカレは学連にとって収益事業で、秋インカレの赤字を埋めてた側面があります。なので財政出動し

て参加費補助！みたいなことをすると早晩死ぬ可能性が出てきてしまうのでそこだけ気をつけてください。

(本来もっと高額であるべき秋インカレ参加費を下げてるぶん、春が高いってことです。最初のインカレいきな

り高額だったら1回生来てくれないからね)

12/31春インカレのエントリー〆切
学生の参加者が人となる（秋インカレに比べ人の減少）

参加者数 秋 春

18年度 820 773

19年度 793 750(※エントリー数。残念な
がら中止となってしまった)

20年度 424 中止

https://2022-zd31682.slack.com/archives/D0387AM4EM9/p1679376717586339


21年度 547 394

22年度 624 503

コロナ前と比較して秋→春の人数の減少が顕著になっております。

3/8過去5年の春インカレの３役を務めた方々に尋ねるためのグーグルフォームを作成する。
https://forms.gle/2G5aEnCx566KK39o9
目的：実際に春インカレの運営を経験した重役に話を聞くことで実現可能性を検討する

過去５年の３役

2022年度
実行委員長

岩井龍之介(京都16)
競技責任者

南河駿（名古屋14）
運営責任者

西嶋就平（名古屋15）
2021年度
実行委員長

藤本拓也（京都16）
競技責任者

田中宏明（京都11）
運営責任者

増澤すず（筑波16）
2020年度
実行委員長

糸賀翔大（東京11）
競技責任者

森河俊成（京都16）
運営責任者

実藤俊太（京都13）
2019年度
実行委員長

石野夏幹（東京10）
競技責任者

宮川早穂（立教12）
運営責任者

原田龍馬（東北12）
2018年度
実行委員長

築地孝和（神戸13）
競技責任者

石山良太（名古屋13）
運営責任者

糸井川壮大（京都12）
2017年度
実行委員長

柳川梓（筑波10）
競技責任者

https://forms.gle/2G5aEnCx566KK39o9


大嶋拓実（東工08）
運営責任者

多比羅大（千葉09）

3/9遠藤さんからの意見をいただく（あくまで個人の意見であって、spuとしての意見ではないことに注意
されたし）

● 今までは参加費高いと言われつつも参加者数は安定していたが、今回如実にエントリー数が現

状したことを受け止めて分析&対策しなければならない
● ただ、安易に斡旋しないことは飲めない

○ 参加費が高いことだけが参加者が減少した理由なのか分からない（効果のほどのわか

らないのにとりあえず斡旋やめるのは運営者がかわいそう）

○ 会場周辺のホテルはすぐにキャパが埋まるので宿泊難民が生まれる可能性が高い

■ 斡旋をやめることでいくら安くなるのかの試算はすべき

■ 遠方から来ても間に合うように配慮しなければならず、時間がカツカツになる

○ インカレの運営負荷が問題になっている中で、運営負荷を爆上げする可能性あり

ここからの流れ

3月：過去5年の3役にグーグルフォームに回答してもらう（ここで全員が宿泊斡旋は今まで通りしないと
いけないというならそれしかない。学生にいかに納得してもらうかという方向性にシフトすることになる）

4,5月：学連理事・日本旅行の小林さんを交えてミーティング
おそらくだが、

● 宿泊斡旋を完全になくす

● 宿泊斡旋をそのまま続行

● （折衷案1）会場から距離が遠い大学のみ宿泊交通斡旋不要
● （折衷案2）希望者のみ宿泊交通斡旋

の3パターンのうち、
6月：23年度以降の春インカレの斡旋をどうするか決定する（総会の承認事項というよりかは報告事項
になる気がする）

・幹事会の分担

・参加者減少のソース（セレ参加は減ってない）

・



部局報告

部局 今までしたこと これからすること 相談・共有事項（あ
れば）

幹事長 ● インカレの開催形
態について学生向
けの説明会

● 春インカレに向けて
実行委員会と調整

● 第２回総会の
開催

● 第４回幹事会
の開催

● 第３回幹事会
の内容を学生
向けにzoom
で説明

● 新幹事長への
引き継ぎ

● 女性理事増や
します

● 3/23に第４
回幹事会＠
熱海やりま
す。宿及び
観光大臣は
副幹事長で
す。

副幹事長 ● 幹事長補佐
● 来年度メンバー広
報計画

● 第4回幹事会
企画

● 新副幹事長へ
の引き継ぎ

●

事業部 ● 春インカレ講習会 ● 春インカレ講
習会

●

普及部 ● みちしるべの企画
始動

● フライヤーのデザイ
ン公募

● 観戦ガイド、選手権
名鑑のおしらせ

● みちしるべの
依頼書作成
（随時）

● 観戦ガイドの
編集

● フライヤー受
注、発注

● 引き継ぎ…！

● みちしるべで
定期的なタ
スクが生じる
ため、人員
増やすか迷
い中

広報部 ● HP更新
● Twitter更新
● いぶき発行

● 2022年度議
事録の公開

● それ以前の議
事録公開

●

渉外部 ● 通常業務(地元渉
外)

● ユニバスとのやりと
りの引き継ぎ（渉外
部員担当）

● 通常業務とユ
ニバス渉外

● 渉外地区の整
理と確認

●

事務局 ● 通常業務（テレイン
利用申請（2月は50
件以上の申請があ
りました！）と後援
申請の受付

● 台湾の方々とのや
りとり

● 通常業務
● 引き継ぎ！
● テレイン申請
方法の見直し

● 追加分の加盟
費の確認

●



● 追加の学連登録申
請の受付

会計 ● 2023年度予算作成 ● 2023年度予
算総会承認

● 2022年度中
間報告？

●

技術委員会 ● ユニバー移管につ
いてのMT

● 引き続きユニ
バーMT

●

北東学連 ● セレ中止の場合の
対応話合い

● インカレ選考

● 来年度セレ大
会に向けた連
絡

● 引き継ぎ（宮
城学院女子大
の千葉望央）

● インカレ枠配
分についての
意見募集

● 新幹事長に第
４回幹事会こ
れるか確認

●

関東学連 ● 秋インカレ選手戦
出場者選考

● 春インカレ選手権
出場者選考

● 関東インカレ団体
戦

● 第3回総会(来年度
幹事決め)

● 引き継ぎ（早
稲田の市川）

● 第4回総会
● 連盟規約やセ
レ規約などの
改正

● インカレ枠配
分についての
意見募集

● 新幹事長に第
4回日学幹事
会来れるか確
認

●

北信越学連 ● インカレ選考 ● 規約改正の議
決、引継ぎ（金
沢大の加藤
君）

● インカレ枠配
分についての
意見募集

● 新幹事長に第
４回幹事会こ
れるか確認

●

東海学連 ● インカレ選考
● 来年度幹事長、幹
事決め

● 来年度セレ運営委
託

● 東海学連規約
改正の準備、
議決

● 引継ぎ
● 第3回総会

●



● 来年度幹事長は舘
直輝（名古屋大2
年）です

● インカレ枠配
分についての
意見募集

● 新幹事長に第
４回幹事会（
3/23）これるか
確認

中九四学連 ● 秋インカレ選考
● 春インカレ選考
● 第3回臨時総会（春
インカレ選手選考
のため）

● 来年度幹事長決め

● 引き継ぎ(広島
大学　一戸厚
志）

● インカレ枠配
分の意見募集

● 新幹事長に第
４回幹事会（
3/23）これるか
確認

●

関西学連 ● 臨時総会（スプセ
レ、ロングセレ等）

● セレ非常措置
● インカレ選考
● 予算の使い道

● 来年度幹事決
定

● 引き継ぎ（京
大　吉岡春
樹）

● インカレ枠配
分についての
意見募集

● 新幹事長に第
４回幹事会（
3/23）これるか
確認

●

●
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